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区

回収数と回収率  69/145 47.59% 81/199 40.70% 84/204 41.18% 234/548 42.70%

被害あり　　（回収数に対する%） 11 15.94% 11 13.58% 19 22.62% 41 17.52%

被害なし 58 70 65

被害が出た台風

台風15号 4 4 9 17

台風19号 6 8 7 21

台風21号 1 2 0 3

被害状況

屋根が壊れた 3 3 2 8

ベランダが壊れた 0 0 1 1

樋が壊れた 0 1 0 0

カーポートの屋根が壊れた 1 4 4 9

塀が倒れた 0 0 0 0

植木が折れた 4 4 4 12

その他 4 2 3 9

アンテナが倒れた15号. 　　２Fの雨戸が飛ばされた19号        軒の板がはがれた19号

アンテナ下のブースターの亀裂部に水が入りテレビ画面が出なくなった（交換工事39000円）21号

外壁の継目から雨漏れ19号　　　　自転車置き場が倒壊

物置の屋根の一部損壊　　　物置が倒れた　　テラスの屋根が破損

植木鉢が落下・破損　　　　　　　　雨漏り15号/19号

どのような準備・対策をとったか？

庭やベランダの置物を片付けた 62 75 76 213

雨戸をしっかり締めた 55 73 78 206

窓にテープを貼って補強した 7 17 15 39

飲み水を準備した 51 63 63 177

風呂に水を貯めた 52 58 53 163

懐中電灯やロウソクを準備した 52 70 66 188

食料を準備した 49 63 50 162

避難した 0 0 1 1

その他 車のガソリンを満タンに　　　カセットコンロを購入　　　　カセットコンロのボンベを補充灯油の購入

スマホ・予備電源の充電物干し竿を地面に　　　物置の固定　　　カーポートの屋根をロープで補強

2階にも靴を準備　　雨戸がない窓にベニヤ板を当て固定　　　U字溝の泥・枯葉の除去　　

離れて暮らす家族親戚との情報交換　　　NTの知人宅に犬ごと避難し一泊

ハザードマップの確認　　　サッシのロックをすると音も静かになり安心感あり

台風接近時に心配・不安であったこと？

家の被害 18 49 66 133

高圧鉄塔の倒壊 6 12 5 23

地域の被害発生状況 23 23 22 68

行政からの避難情報 13 16 19 48

その他 4 1

離れて暮らす家族　　近隣道路の被害状況　　停電・断水　　風の被害　　崖崩れ　　電柱の倒壊

防災放送がないつくばでの情報入手法　　　隣の空家の庭に散乱している物が飛んでくる不安

田んぼ側なので風当たりが強く飛ばされないか心配 花室川の水がどこまで来るか心配

花室川の氾濫と児童公園側から下への地滑り　　強風は怖かった

ライフラインが破壊されたらどうなるのか不安　　電柱と鉄塔も大変危険に感じた

避難所へどのタイミングで行動したらよいのか明確に判断できないことが不安

パソコン・スマホもないので地域の情報を知る術が心配

北区 中央区 南区 全体
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自主防災組織への 皆で互助ができるようにする　　　　飲み水の確保　　　　　古い瓦屋根の家への注意喚起

                    ご提案・ご意見 ガードレール破損の防災メールは役に立った　　　　　手動井戸の設置

エリアメールで台風情報を確認できたがメールを使えない方への伝達方法の検討を

早めの情報と身体不自由な方への援助方法の具体化

NTは風の被害が気になるので一時避難できる安全な場所がほしい

緊急時の避難場所の確保について引き続き尽力してほしい

行政の避難情報では自分の地域のことが分からないので桜NTの状況を知れる手段が欲しい

避難等の行動に対する指示・告知の正確な伝達方法（NT内のマイクスピーカー放送等）

避難所の収容能力は小さいので自宅の庭にテントを張って寝泊まりできる住民を増やしておく

道路に出ている背の高い木や道路上に立て掛けておいている梯子等は危険なので撤去を

結果のまとめ 1. 回収率は42.7%、うち被害世帯は17.5%であった。

2. 桜NTでの被害はほとんどなしとの認識だったが、被害ありは41件とかなり多かったことを把握。

3. 今回の台風被害は強風によるものであり、被害内容は多岐にわたっていた。

4. 幸いにも人的被害はなく、物損被害も多額の修理費用を要するような深刻なものはなかった。

5. 被害は台風15号と19号のときに発生していた。

6. 台風接近に備え、各世帯で各種の対策をとった様子が確認できた。避難したのは1世帯。

7. 窓にテープを貼って補強した対応を取った世帯は想定より少なかった印象。

8. 強風による家の被害を心配した世帯が特に南区で多かった。

9. パソコン・スマホがない場合の地域情報入手への不安が示された。

10. 自主防へのご意見は参考にさせていただき、今後、役員会等で検討させていただきます。

11  防災メールは有用との意見を多くいただいたので、登録数の拡大を進めていきます。

12. 大型台風用の一時避難所が必要との声が多かったので、

　　　　　専門学校を避難所とする案件を進めていきます。

13. 高齢独居世帯の安否確認や全戸へのマイクでの注意喚起等は自治会全体で検討すべき。


